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民俗文化の
「保存」と「活用」の動態

祭りと民俗芸能を事例として
Changes in the “Preservation” and “Utilization” of Folk Culture : 

A Case Study of Festivals and Folk Performing Arts

川村清志
KAWAMURA  Kiyoshi

はじめに

❶研究者の視点と法制度における「保存」と「活用」

❷ 4 つの祭りの諸相

❸マツリの特質と一般化

❹フォークロリズムとしてのマツリ

おわりに

　本論は，「文化資源」として利用される祭りや民俗芸能についての視座をフォークロリズムとし

て再分節化することを目的としている。

　まず，文化資源としての祭りや民俗芸能をめぐる「保存」と「活用（開発）」をめぐって，文化

財保護制度や研究者の言説などの公的な介入に対して，祭りや民俗芸能（本論ではマツリと総称す

る）がどのような交渉を行ない，解釈や創造を行ってきたのかを明らかにしていく。そこで４つの

具体的なマツリの事例を踏まえつつ，現在のマツリ研究が多様化し，相互に共有しにくいほどの視

点のずれがあることを指摘する。研究分野とその対象に対する視点を並列化し，対象を統合的に捉

え直す視座のための方途として，これまで論じてきたフォークロリズムの諸属性をマツリの事例に

おいて検証していくことで，今日的な研究の課題を提示したいと考える。
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経済
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